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る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
不
顕
性
感
染
（
感
染
し
た
が
、
発
病
し

て
い
な
い
状
態
）
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
主
に
発
病
者
の
み
を
対
象
と
す
る
臨

床
検
査
で
は
、
真
の
流
行
を
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。

　

そ
の
決
め
手
が
「
下
水
中
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
濃
度
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
で
あ
る
。

　

下
水
や
下
水
汚
泥
に
含
ま
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
Ｒ
Ｎ
Ａ
（
リ
ボ
核
酸
：
遺
伝
情
報
で

あ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
か
ら
の
転
写
物
質
）
の
濃
度
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
真
の
感
染
者
数
や
入
院
患
者

数
の
変
化
を
事
前
に
予
測
で
き
る
可
能
性
が
示
さ
れ
て
お
り
、
世
界
中
で
「
下
水
か
ら
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
検
知
方
法
」
の
研
究
開
発
が
競
わ
れ
て
い
る
。

一
．
下
水
は
な
ん
で
も
知
っ
て
い
る

　

下
水
に
は
あ
ら
ゆ
る
社
会
情
勢
や
人
間
社
会
の
動
向
、
個
人
情
報
が
濃
縮
し
て
含
ま
れ
て
い
る
。

二
〇
一
一
年
、
欧
州
最
大
規
模
と
な
っ
た
違
法
薬
物
調
査
で
は
、
Ｅ
Ｕ
十
一
カ
国
で
の
コ
カ
イ
ン

や
大
麻
の
使
用
量
が
判
明
し
た
。
コ
カ
イ
ン
の
使
用
量
が
最
も
多
か
っ
た
の
は
ベ
ル
ギ
ー
の
ア
ン

ト
ワ
ー
プ
、
大
麻
最
大
使
用
は
オ
ラ
ン
ダ
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
あ
っ
た
。
欧
州
薬
物
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
は
「
下
水
中
の
薬
物
評
価
手
引
書
」
を
発
行
し
、
集
団
的
な
薬
物
汚
染
の
実
態
を

解
明
し
て
い
る
。
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
検
出
も
、
こ
の
よ
う
な
研
究
手
法
か
ら
導
き

だ
さ
れ
、
さ
ら
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
機
器
の
性
能
が
格
段
に
良
く
な
っ
た
こ
と
が
研
究
を
加
速
し
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
勢
い
が
収
ま
ら
な
い
。
世
界
の
累
計
感
染
者
数
は
七
百
十

二
万
人
を
超
え
、
死
者
数
も
四
十
万
人
を
超
え
て
い
る
。（
二
〇
年
六
月
九
日
時
点
）
欧
州
諸
国

で
は
感
染
増
加
が
緩
や
か
に
な
る
が
、
新
興
国
や
中
南
米
、
イ
ン
ド
、
中
東
で
は
増
加
傾
向
が
続

き
、
そ
の
感
染
ペ
ー
ス
が
加
速
し
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
世
界
三
大
感
染
症
（
エ
イ
ズ
、
結
核
、

マ
ラ
リ
ア
）
の
マ
ラ
リ
ア
に
匹
敵
す
る
と
危
惧
さ
れ
て
い
る
。（
マ
ラ
リ
ア
感
染
者
：
約
二
億
千

九
百
万
人
、
死
亡
者
数
四
十
三
万
五
千
人
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ 

２
０
１
８
年
報
告
）

　

マ
ラ
リ
ア
は
九
二
％
が
ア
フ
リ
カ
地
域
で
発
生
し
地
域
限
定
型
だ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

は
世
界
百
九
十
カ
国
超
で
発
生
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
蔓
延
拡
大
が
続
い
て
い
る
。

　

一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
ペ
ー
ス
が
緩
や
か
に
な
っ
た
国
や
地
域
で
は
、
こ
れ
か

ら
の
第
二
波
、
第
三
波
と
い
う
見
え
ざ
る
敵
の
動
き
を
、
い
か
に
早
く
察
知
し
、
そ
の
対
策
を
取
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認
め
ら
れ
た
。
下
水
汚
泥
中
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

Ｒ
Ｎ
Ａ
濃
度
は
、
新
規
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
・

陽
性
者
数
に
変
動
が
起
こ
る
七
日
前
に
、
ま
た
入

院
患
者
数
が
変
動
す
る
三
日
前
に
増
減
が
み
ら
れ

た
と
い
う
。【
図
１
】

　

つ
ま
り
、
症
状
が
出
な
く
と
も
そ
の
地
域
の
住

民
が
感
染
す
る
と
下
水
中
の
Ｒ
Ｎ
Ａ
濃
度
が
増
加

し
感
染
者
の
増
加
傾
向
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
、

も
ち
ろ
ん
流
行
後
の
陽
性
感
染
者
数
の
減
少
も
、

予
め
知
る
こ
と
が
で
き
、
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
（
都
市

封
鎖
）
解
除
の
指
針
に
な
り
得
る
だ
ろ
う
。

　

マ
サ
チ
ュ
―
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
（
Ｍ
Ｉ
Ｔ
）
の

研
究
チ
ー
ム
は
、
三
月
十
八
日
か
ら
二
十
五
日
ま

で
、
同
州
の
下
水
処
理
場
で
採
取
し
た
下
水
資
料

を
分
析
し
、
実
際
の
感
染
者
数
は
、
同
州
で
臨
床

確
認
さ
れ
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
陽
性
者
数
よ
り
遥
か
に
多
い
、
約
十
一
万
人
の
感
染
を
予
測
し
て

い
る
。

二
．
世
界
中
で
競
争
…
…
下
水
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
検
出

　

感
染
症
は
感
染
者
の
特
定
作
業
や
、
濃
厚
接
触
者
の
追
跡
調
査
に
よ
り
臨
床
検
査
が
不
可
欠
で

あ
る
が
、
あ
く
ま
で
も
結
果
論
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
感
染
地
域
の
下
水
か
ら
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

Ｒ
Ｎ
Ａ
濃
度
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
り
、
そ
の
地
域
で
の
、
真
の
ク
ラ
ス
タ
（
集
団
的
な
流
行
）

の
現
状
把
握
や
、
こ
れ
か
ら
の
流
行
（
第
二
波
、
第
三
波
な
ど
）
を
事
前
に
予
測
し
、
そ
の
地
域

の
検
査
体
制
や
医
療
体
制
の
整
備
拡
大
、
今
後
の
感
染
予
防
策
の
強
化
や
、
流
行
後
の
緩
和
策
を

タ
イ
ム
リ
ー
に
実
施
で
き
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
特
に
臨
床
検
査
体
制
が
脆
弱
な
地
域
や
発

展
途
上
国
で
は
、
住
民
の
感
染
具
合
の
消
長
が
丸
ご
と
判
る
、「
下
水
の
水
質
分
析
に
基
づ
く
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
・
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
（
調
査
・
監
視
）」
が
有
効
に
な
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
㈠
　
米
国
の
研
究
事
例

　

エ
ー
ル
大
学
の
研
究
チ
ー
ム
は
、
二
〇
二
〇
年
三
月
十
九
日
か
ら
五
月
一
日
ま
で
、
人
口
二
十

万
人
の
下
水
を
処
理
す
る
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
ニ
ュ
ー
ヘ
ブ
ン
下
水
処
理
場
で
、
下
水
汚
泥
を
毎
日

採
取
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
Ｒ
Ｎ
Ａ
濃
度
と
、
こ
の
地
域
で
確
認
さ
れ
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
者
数
や
入
院
患
者
数
と
比
較
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
時
間
差
は
あ
っ
た
も
の
の
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
曲
線
や
地
域
の
医
療
機
関
へ
の
入
院
患
者
数
と
高
い
相
関
が
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タ
ー
を
含
む
四
箇
所
で
採
取
を
始
め
た
。
集
め
ら
れ
た
下
水
サ
ン
プ
ル
は
、
冷
凍
保
存
さ
れ
東
京

大
学
で
分
析
、
今
後
の
国
内
版
デ
ー
タ
解
析
が
待
た
れ
て
い
る
。

　
さ
い
ご
に

　

人
類
の
歴
史
は
感
染
症
と
の
戦
い
の
歴
史
で
も
あ
る
。
そ
の
戦
い
に
勝
っ
た
の
は
公
衆
衛
生
の

要
で
あ
る
上
下
水
道
の
普
及
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
歴
史
が
証
明
し
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
特
効
薬
（
ワ
ク
チ
ン
）
が
無
い
今
、
国
民
す
べ
て
が
対
処
で

き
る
処
方
箋
は
「
水
道
水
で
の
手
洗
い
励
行
」
で
あ
る
。
い
わ
ば
コ
ロ
ナ
対
策
の
最
大
の
貢
献
者

は
、
毎
日
な
に
げ
な
く
使
用
し
て
い
る
水
道
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
水
道
も

危
機
的
な
状
況
（
財
政
難
、
施
設
の
老
朽
化
）
に
直
面
し
て
い
る
（
前
号
カ
レ
ン
ト
誌
に
詳
述
）

今
回
の
コ
ロ
ナ
対
策
で
、
医
療
体
制
、
検
査
機
器
の
拡
充
な
ど
に
大
き
な
予
算
が
振
り
分
け
ら
れ

て
い
る
が
、
日
常
生
活
を
縁
の
下
で
支
え
る
上
下
水
道
事
業
に
も
、
更
な
る
予
算
と
光
を
与
え
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

＊
日
本
水
環
境
学
会
：
水
環
境
に
関
す
る
学
術
的
調
査
を
目
的
と
す
る
公
益
社
団
法
人
で
、
現

在
、
各
種
研
究
機
関
や
官
公
庁
な
ど
の
団
体
会
員
と
約
二
千
百
名
の
個
人
会
員
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。

㈡
　
フ
ラ
ン
ス
の
研
究
事
例

　

フ
ラ
ン
ス
の
ピ
ュ
ー
リ
ッ
ツ
ァ
ー
・
セ
ン
タ
ー
で
は
、
パ
リ
市
下
水
を
サ
ン
プ
リ
ン
グ
し
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
前
後
の
濃
度
変
化
を
確
認
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
下
水
中
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
濃
度
が
高
ま
る
と
市
内
で
の
実
際
の
陽
性
者
数
が
増
加
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
れ
に

よ
り
コ
ロ
ナ
早
期
警
戒
シ
ス
テ
ム
が
構
築
で
き
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

㈢
　
豪
州
の
研
究
事
例

　

豪
州
で
は
、
多
く
の
都
市
で
既
に
下
水
か
ら
違
法
薬
物
を
検
出
す
る
シ
ス
テ
ム
を
保
有
し
て
い

る
が
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
Ｒ
Ｎ
Ａ
を
検
出
し
、
感
染
し
た
お
お
よ
そ

の
人
数
を
推
定
で
き
る
こ
と
を
公
表
し
て
い
る
。

㈣
　
日
本
の
研
究
事
例

　

日
本
国
内
で
も
五
月
か
ら
日
本
水
環
境
学
会
＊

の
メ
ン
バ
ー
と
自
治
体
が
連
携
し
、
東
京
都
、

横
浜
市
、
川
崎
市
な
ど
で
下
水
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
始
ま
っ
た
。

　

目
的
は
、
海
外
事
例
と
同
様
、
下
水
中
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
濃
度
測
定
法
は
、
無
症
状
感

染
者
か
ら
排
出
さ
れ
る
ウ
イ
ル
ス
も
補
足
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
臨
床
検
査
に
基
づ

く
感
染
者
数
と
相
関
す
る
デ
ー
タ
を
取
集
す
る
。
東
京
都
は
五
月
十
三
日
か
ら
芝
浦
水
再
生
セ
ン

タ
ー
を
含
む
都
内
十
五
カ
所
の
下
水
処
理
場
で
下
水
を
採
取
、
横
浜
市
で
は
都
築
水
再
生
セ
ン
タ

ー
及
び
神
奈
川
水
再
生
セ
ン
タ
ー
の
二
カ
所
か
ら
下
水
を
採
取
、
川
崎
市
は
入
江
崎
水
処
理
セ
ン
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